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● 主観の重視(アンチ人間機械論)

● コミュニケーション能力とは？



  

客観的に人と機械を観察すると…

刺激 反応

入力 出力

両者の違いは？

人と機械に違いが見当たらない！？

人間機械論

観察者

主観の重視(1）



  

客観性を疑う

● 我々は各種の知覚を通して外界を認識している。その知覚は

客観的なのだろうか？

同じ情報でも、
それがもたらす意味は異なる

情報(知覚) 情報(知覚)

捕まえろ！逃げろ！

錯視、錯聴

● 情報は知覚によって認識される。つまり客観的でない。さら

に、その情報がもたらす意味はどうだろうか？

情報がもたらす意味は主観的に構築される。

情報とは意味作用を起こすもの

主観の重視(2）



  

意味を重視すること＝主観を重視すること

刺激 反応

システム内
観察者

観察者の視点をシステムの外側から内部に移し、
　　　システムを内部からシステムの主観に従って観察する。

主観の重視(3）

システム
システム外

観察者

恣意性の重視
ではない!



  

システムを内部から観察すると違いが分かる

観察者

プログラム

観察者

心・思考

スタティック

ダイナミック

アロポイエティックシステムオートポイエティックシステム

主観

主観の重視(4）

システム外
からの指示

客観



  

コミュニケーションとは

社会システム社会システム

コミュニケーションとはオートポイエティックシステムである
　　　　　　　　　　　　　　　　社会システムの構成素

システムが存続するには
持続的/継続的

でなければならない

コミュニケーション能力(1）

コミュニケーションを構成素とする
オートポイエティックシステム

コミュニケーション

コミュニケーション

コミュニケーション

コミュニケーション
コミュニケーション



  

コミュニケーションが持続/継続する条件

XはAである！ いいえBよ！

意見は対立しているが
コミュニケーションは持続している

テーマが「X」で共通である

成果メディア

コミュニケーション能力とは、「共通の成果メディアを持つこと」、
　　　「相手の成果メディアを自分のものにすることができること」である

コミュニケーション能力(2）

コミュニケーションを持続/継続するために
互いにある暗黙の了解をしている



  

意味内容の伝達は不可能なので
成果メディアを共有できない

現実-像 現実-像

でも、情報で意味内容は伝達されないから…

主観なので異なる

相手の
成果メディアを

想像する

相手の
成果メディアを

想像する

心の理論 心の理論

 コミュニケーションが成立コミュニケーションが成立!!

成果メディア 成果メディア

コミュニケーション

コミュニケーション能力とは、
　　　相手の成果メディアに近い「現実-像」を想像できる能力である。

コミュニケーション能力(3）



  

コミュニケーション能力を高めるとは

コミュニケーションの成立

現実-像の強化

客観性

この循環を螺旋状に向上させることである。

コミュニケーション能力(4）

より正確な現実-像

ある程度正確な現実-像

コミュニケーション
能力の向上



  

ご清聴ありがとうございました。


